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サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
破
綻
に
端
を
発

し
た
金
融
危
機
が
わ
が
国
を
大
き
く
揺
さ
ぶ

る
な
か
、
地
域
の
経
済
・
雇
用
も
急
速
に
冷

え
込
み
始
め
て
い
る
。
日
銀
が
一
〇
月
に
公

表
し
た
地
域
経
済
報
告（
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
）

で
は
、
九
地
域
す
べ
て
が
景
気
判
断
を
下
方

修
正
。「
や
や
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
北
海

道
か
ら
、「
な
お
高
水
準
を
保
ち
つ
つ
も
下
降

局
面
に
あ
る
」
東
海
ま
で
地
域
差
は
あ
る
も

の
の
、
全
国
一
斉
の
下
方
修
正
は
調
査
開
始

来
初
め
て
だ
。
生
産
の
基
調
判
断
は
北
海
道

を
除
く
八
地
域
、
設
備
投
資
は
東
海
、
北
陸
、

九
州
等
五
地
域
で
ダ
ウ
ン
。
個
人
消
費
も
関

東
甲
信
越
、
近
畿
等
七
地
域
が
引
き
下
げ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
一
〇
月
の
地
域
別
有
効

求
人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
一
倍
を
超
え

る
地
域
が
東
海
を
残
す
の
み
と
な
り
、
六
地

域
に
の
ぼ
っ
て
い
た
一
年
前
（
〇
七
年
一
〇

月
）
か
ら
急
転
直
下
、
厳
し
い
情
勢
に
一
変

し
た
（
表
１
）。
地
域
の
経
済
・
雇
用
は
現
在
、

ど
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
、
い
か
な
る
支

援
策
を
求
め
て
い
る
の
か―
―

。
地
域
シ
ン

ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
：
（
株
）
北
海
道
二

十
一
世
紀
総
合
研
究
所
（
高
橋
功
氏
）、
青

森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
（
山
本
恭

逸
氏
）、（
財
）
常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
（
粕

谷
裕
士
氏
）、（
財
）
中
部
産
業
・
労
働
政
策

研
究
会
（
河
原
真
一
氏
）、（
財
）
北
國
総
合

研
究
所
（
安
井
克
伸
氏
）、（
財
）
関
西
社
会

経
済
研
究
所
（
大
久
保
能
徳
氏
）、（
社
）
中

国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
江
種
浩
文
氏
）、

四
国
経
済
連
合
会
（
石
田
明
生
氏
）、（
財
）

九
州
経
済
調
査
協
会
（
豆
本
一
茂
氏
）―

―

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
読
み

解
い
た
。

地
域 

雇
用
を
直
撃
す
る

　
　
　

自
動
車
業
界
の
不
振

ま
ず
、
地
域
が
直
面
す
る
も
っ
と
も
深
刻

な
事
態
と
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
の
多
く
が
指
摘

し
た
の
は
、
輸
出
志
向
型
製
造
業
と
り
わ
け

自
動
車
業
界
の
急
激
な
減
産
だ
。
自
動
車
業

界
は
こ
の
間
、
米
国
や
新
興
国
・
資
源
国
の

景
気
拡
大
に
合
わ
せ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を

加
速
さ
せ
、
円
安
等
を
追
い
風
に
順
調
に
業

績
を
伸
ば
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
こ
に
き
て
、

世
界
同
時
不
況
の
様
相
が
鮮
明
に
な
る
な
か
、

急
激
な
円
高
等
も
加
わ
り
販
売
が
低
迷
。
各

社
の
〇
八
年
度
中
間
決
算
は
軒
並
み
減
収
・

減
益
と
な
り
、
生
産
計
画
の
下
方
修
正
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
派
遣
社
員
等

の
大
幅
な
削
減
に
追
い
込
ま
れ
、
地
域
の
経

済
・
雇
用
に
暗
い
影
を
落
と
し
始
め
て
い
る

（
表
２
）。

そ
う
し
た
事
態
が
顕
著
で
、「
全
国
的
に
見

て
も
外
需
依
存
が
高

く
、
世
界
経
済
の
成

長
期
に
も
っ
と
も
恩

恵
を
受
け
た
地
域

だ
っ
た
だ
け
に
、
逆

に
今
回
の
後
退
が
与

え
る
ダ
メ
ー
ジ
も
大

き
い
」（
九
州
モ
ニ

タ
ー
）―

―

と
さ
れ

る
の
が
（
北
部
）
九

州
だ
。
同
地
域
で
は
、

近
年
の
景
気
を
牽
引

し
て
き
た
自
動
車
業

界
が
、
相
次
い
で
減

産
計
画
や
人
員
削
減

見
通
し
を
発
表
。
例

え
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
（
福
岡
県
・
宮
若
市
）
は
、
主
要
輸
出

先
で
あ
る
北
米
の
不
振
を
受
け
た
高
級
車

（
セ
ダ
ン
）
や
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
車
（
Ｓ
Ｕ

Ｖ
）
の
減
産
に
伴
い
、
六
月
に
約
三
五
〇
人
、

八
月
に
は
約
四
五
〇
人
の
派
遣
社
員
を
削
減

し
た
。
ま
た
、
日
産
自
動
車
も
Ｓ
Ｕ
Ｖ
等
大

型
車
を
生
産
す
る
九
州
工
場
（
福
岡
県
・
苅

田
町
）
で
の
減
産
を
決
定
。
一
一
月
末
ま
で

に
全
体
で
約
一
〇
〇
〇
人
、
さ
ら
に
一
二
月

末
ま
で
に
上
積
み
で
約
五
〇
〇
人
の
派
遣
社

員
を
削
減
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
う
し
た
動
向
を
反
映
し
て
か
、
九
州
地

域
の
有
効
求
人
倍
率
は
昨
年
六
、七
月
に
〇
・

七
七
倍
を
つ
け
た
後
、
直
近
の
〇
・
五
五
倍

ま
で
逓
減
。
新
規
求
人
は
、
と
く
に
製
造
業

や
派
遣
を
含
む
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け

る
減
少
が
目
立
つ
。
昨
年
七
月
に
〇
・
九
二

倍
あ
っ
た
福
岡
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
今
年

一
〇
月
に
〇
・
五
八
倍
、
一
倍
付
近
で
推
移

し
て
き
た
大
分
県
は
直
近
で
〇
・
七
六
倍
と

急
降
下
し
た
。
自
動
車
業
界
の
落
ち
込
み
が

同
地
域
の
雇
用
を
直
撃
し
て
い
る
の
は
、
国

内
マ
ザ
ー
工
場
が
こ
の
間
、
生
産
技
術
の
発

信
や
新
商
品
の
開
発
を
担
う
一
方
、
例
え
ば

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
の
場
合
、
生
産
の
六
割

を
北
米
向
け
が
占
め
る
な
ど
、
旺
盛
な
海
外

需
要
を
背
景
に
着
実
に
増
産
体
制
を
整
え
て

き
た
か
ら
だ
。
だ
が
そ
れ
だ
け
に
、「
日
銀
福

岡
支
店
の
短
観
九
月
調
査
を
み
て
も
、
製
造

業
の
雇
用
人
員
判
断
Ｄ
Ｉ
は
プ
ラ
ス
三
、
一

表１　地域別有効求人倍率1

07年10月 08年10月 対前年同月比
北海道 0.59 0 .48 ▲0.11
東北 0.73 0 .54 ▲0.19
南関東 1.13 0 .91 ▲0.22

北関東・甲信 1.20 0 .99 ▲0.21
北陸 1.19 0 .85 ▲0.34
東海 1.51 1 .15 ▲0.36
近畿 1.08 0 .83 ▲0.25
中国 1.15 0 .95 ▲0.20
四国 0.88 0 .80 ▲0.08
九州 0.71 0 .55 ▲0.16

都道府県別・有効求人倍率2

07年10月 08年10月 対前年同月比
①愛知県 東海 1.80 1 .38 ▲0.42
②栃木県 北関東・甲信 1.36 0 .95 ▲0.41
③三重県 東海 1.39 0 .99 ▲0.40
④石川県 北陸 1.36 0 .98 ▲0.38
⑤滋賀県 近畿 1.29 0 .92 ▲0.37
⑥大阪府 近畿 1.23 0 .87 ▲0.36
⑦新潟県 北陸 1.11 0 .76 ▲0.35
⑧福井県 北陸 1.36 1 .03 ▲0.33
⑨岡山県 中国 1.45 1 .13 ▲0.32
⑩富山県 北陸 1.13 0 .82 ▲0.31
資料出所：厚生労働省「一般職業紹介（08年10月分）」
（注1）季節調整値、新規学卒者を除きパートタイム含む
（注2）対前年同月比のマイナス幅が0.3ポイントを超える府県

金
融
危
機
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
・
雇
用
へ
の
影
響

―

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
08
年
第
３
四
半
期
調
査
か
ら
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二
月
予
測
も
プ
ラ
ス
五
と
雇
用
過
剰
感
が
当

面
拭
え
そ
う
に
な
い
。
主
要
市
場
で
あ
る
米

国
の
停
滞
が
続
く
限
り
雇
用
調
整
の
動
き
も

さ
ら
に
拡
が
る
と
み
ら
れ
、
国
内
市
場
が
低

迷
す
る
な
か
、
米
市
場
の
回
復
を
待
つ
以
外

に
抜
本
的
な
解
決
法
が
見
出
せ
な
い
状
況
に

あ
る
」（
同
）。

自
動
車
や
半
導
体
な
ど
輸
出
志
向
型
企
業

の
主
導
で
景
気
回
復
に
浴
し
て
き
た
地
域
ほ

ど
、
経
済
・
雇
用
の
足
元
を
す
く
わ
れ
か
ね

な
い
こ
う
し
た
動
き
は
各
地
に
拡
が
っ
て
い

る
。例

え
ば
、
こ
れ
ま
で
堅
調
だ
っ
た
中
国
地

域
。
世
界
的
な
販
売
不
振
に
よ
る
減
産
に
伴

い
、
マ
ツ
ダ
は
本

社
宇
品
工
場
（
広

島
県
・
広
島
市
）

で
派
遣
社
員
約
八

〇
〇
人
、
防
府
工

場
（
山
口
県
・
防

府
市
）
で
も
約
五

〇
〇
人
を
一
二
月

中
に
削
減
す
る
予
定
。
シ
ャ
ー
プ
も
、
携
帯

電
話
用
電
子
部
品
等
の
生
産
を
手
掛
け
る
福

山
工
場
（
広
島
県
・
福
山
市
）
で
、
年
末
に

か
け
派
遣
社
員
約
三
〇
〇
人
を
削
減
す
る
意

向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
一
倍
超
え
で

推
移
し
て
き
た
同
地
域
の
有
効
求
人
倍
率
は
、

一
〇
月
値
で
〇
・
九
五
倍
と
四
年
ぶ
り
に
一

倍
を
割
り
込
み
、「
地
場
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で

の
減
産
は
、
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
関
連
業

種
（
鉄
鋼
、
機
械
、
素
材
等
）
の
雇
用
に
も

直
結
す
る
た
め
、
地
域
の
労
働
需
給
が
緩
み

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
拡
大
す
る
可
能
性
も
あ
る
」

（
中
国
モ
ニ
タ
ー
）。

も
と
も
と
製
造
業
の
集
積
度
合
い
が
高
く
、

好
調
な
経
済
・
雇
用
を
維

持
し
て
き
た
地
域
も
例
外

で
は
な
い
。
東
海
地
域
の

自
動
車
関
連
が
そ
の
典
型

だ
ろ
う
。「
地
域
主
力
で

裾
野
の
広
い
産
業
ゆ
え
に

影
響
は
極
め
て
大
き
い
。

生
産
、
販
売
減
に
加
え
、

市
場
の
ニ
ー
ズ
が
大
型
車

か
ら
小
型
車
に
シ
フ
ト
し

た
こ
と
で
単
価
収
益
が
悪

化
、
使
用
部
品
点
数
は
減

少
。
さ
ら
に
最
近
の
円
独

歩
高
に
よ
り
、
ト
ヨ
タ
は

一
円
円
高
で
対
ド
ル
四
〇

〇
億
円
、
対
ユ
ー
ロ
六
〇

億
円
の
為
替
差
損
が
発
生
す
る
。
こ
こ
に
原

材
料
価
格
の
高
騰
が
加
わ
る
た
め
、
企
業
収

益
の
未
曾
有
の
悪
化
が
避
け
ら
れ
そ
う
に
な

い
」（
中
部
モ
ニ
タ
ー
）。

さ
ら
に
同
地
域
で
は
、
東
芝
も
今
年
七
月
、

携
帯
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
記
憶
装
置
等
に
使

わ
れ
る
半
導
体
製
品
を
生
産
す
る
四
日
市
工

場
（
三
重
県
・
四
日
市
市
）
で
、
派
遣
社
員

約
二
〇
〇
人
の
削
減
に
踏
み
切
っ
た
。
東
海

地
域
の
有
効
求
人
倍
率
は
一
・
一
五
倍
（
愛

知
県
で
一
・
三
八
倍
、
三
重
県
で
〇
・
九
九

倍
等
）
と
他
地
域
よ
り
依
然
優
位
に
あ
る
も

の
の
、
一
年
前
と
比
べ
た
下
げ
幅
は
〇
・
三

六
（
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
四
二
、
〇
・
四
）
ポ
イ

ン
ト
と
抜
き
ん
出
て
い
る
。

倒
産 
ラ
ッ
シ
ュ
に
見
舞
わ

れ
る
建
設
業

地
域
の
経
済
・
雇
用
が
直
面
す
る
深
刻
な

事
態
と
し
て
、
次
に
モ
ニ
タ
ー
の
多
く
が
指

摘
し
た
の
は
こ
こ
数
年
、
好
況
を
謳
歌
し
て

き
た
不
動
産
業
界
（
と
り
わ
け
新
興
デ
ィ
べ

ロ
ッ
パ
ー
）
の
不
振
と
、
こ
れ
に
連
鎖
し
て

激
震
が
走
っ
て
い
る
建
設
業
界
（
と
り
わ
け

老
舗
ゼ
ネ
コ
ン
）
だ
。
雇
用
全
体
で
み
る
と

一
割
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
建
設
業
も
、
北

海
道
、
東
北
、
中
国
（
山
陰
）、
南
九
州
等

で
は
経
済
・
雇
用
の
中
核
を
担
う
基
幹
産
業
。

し
か
し
こ
の
間
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税

率
（
一
時
）
廃
止
等
に
伴
う
公
共
事
業
の
落

ち
込
み
や
、
一
般
競
争
入
札
の
増
加
に
よ
る

受
注
の
低
価
格
化
等
に
見
舞
わ
れ
、
頼
み
の

綱
の
公
共
収
入
は
激
減
。
そ
の
落
ち
込
み
を

カ
バ
ー
し
よ
う
と
力
を
入
れ
た
の
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
分
譲
や
戸
建
販
売
を
手
掛
け
る
民
間

不
動
産
会
社
か
ら
の
工
事
受
注
だ
っ
た
。
し

か
し
、建
築
確
認
申
請
手
続
き
の
厳
格
化（
建

築
基
準
法
の
改
正
）
に
伴
う
住
宅
着
工
の
遅

れ
や
、
建
築
資
材
・
運
送
燃
料
の
高
騰
に
直

面
。
さ
ら
に
今
回
の
局
地
的
な
不
動
産
バ
ブ

ル
崩
壊
に
伴
う
販
売
不
振
や
代
金
回
収
の
焦

げ
付
き
、
金
融
機
関
の
融
資
姿
勢
の
厳
格
化

に
よ
る
目
先
の
資
金
繰
り
悪
化―

―

と
悪
材

料
ば
か
り
が
積
み
重
な
り
、
結
果
と
し
て
地

域
有
数
の
建
設
会
社
の
倒
産
が
相
次
ぐ
事
態

と
な
っ
て
い
る
（
表
３
）。

ア
ー
バ
ン
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン
（
株
）（
広

島
県
広
島
市
）
や
キ
ョ
ー
エ
イ
産
業
（
株
）

（
広
島
県
広
島
市
）、
新
井
組
（
兵
庫
県
西

宮
市
）―

―

等
の
倒
産
に
見
舞
わ
れ
た
中
国

地
域
の
モ
ニ
タ
ー
は
、「
大
規
模
な
倒
産
が
相

次
い
で
い
る
不
動
産
販
売
・
建
設
会
社
の
中

に
は
、
中
心
市
街
地
の
再
開
発
事
業
に
参
加

し
て
い
る
企
業
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
譲

渡
先
や
事
業
継
続
が
地
域
経
済
の
再
生
に
向

け
た
新
た
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘

す
る
。
ま
た
、
北
陸
三
県
で
最
大
か
つ
唯
一

の
上
場
ゼ
ネ
コ
ン
・
真
柄
建
設
の
倒
産
等
が

発
生
し
た
北
陸
地
域
の
モ
ニ
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

表２　主な自動車メーカーの減産に伴う人員削減見込み

トヨタ自動車
生産子会社のトヨタ自動車九州（福岡県・宮若市）で、主要輸出先である北米の不振受け、8月から高
級車や多目的スポーツ車を減産。これに伴い6月に約350人、8月に約450人の派遣社員を削減。また、
6月から期間従業員の新規採用を停止するとともに、今年3月時点で約8,800人いた期間従業員を、10
月末時点で約6，000人まで削減、さらに来年3月末までに約3，000人を削減見通し

日産自動車
欧米向け輸出の不振に伴い、高級車等を生産する栃木工場（栃木県・上三川町）や、多目的スポーツ車
等大型車を生産する九州工場（福岡県・苅田町）、エンジンを生産している横浜工場（神奈川県・横浜
市）といわき工場（福島県・いわき市）、小型車を生産する追浜工場（神奈川県・横須賀市）で、11月から
減産。これに伴い、栃木工場では11月以降、2交代制勤務を1交代制へ切替え。また、11月末までに全
体で約1,000人の派遣社員を削減。さらに12月末までに約500人上積みも

マツダ 宇品工場（広島県・広島市）や、防府工場（山口県・防府市）での減産（7万3,000台程度）に伴い、それぞ
れ約800人、約500人の派遣従業員を12月中に削減

ホンダ 埼玉製作所（埼玉県・狭山市）の期間従業員約270人について、12月末で契約打切り

三菱自動車

名古屋製作所（愛知県・岡崎市）や、パジェロ製造（岐阜県・坂祝町）で、多目的スポーツ車等を減産（世
界で8万台程度）。さらに、新興国の販売不振等が予想以上のため、11月からは国内グループ5工場す
べて（ほか軽自動車等を製造する水島製作所（岡山県・倉敷市）、搭載エンジンを生産する京都工場
（京都府・京都市）、滋賀工場（滋賀県・湖南市））で減産。これに伴い、当初は稼働時間の短縮や生産ラ
イン速度の変更等で対応し、雇用維持の方針を示していたが、追加減産に伴い派遣社員と期間従業
員約1，000人を削減予定

富士重工業
矢島工場（群馬県・太田市）で乗用車等約3万5，000台、本工場では軽自動車等約5,000台を減産。当初、
休日出勤や残業を減らし雇用は維持するとしていたが、追加減産に伴い12月末で期間従業員約750
人、派遣社員約50人を契約打切りへ

スズキ 湖西工場（静岡県・湖西市）、磐田工場（静岡県・磐田市）、相良工場（静岡県・牧之原市）で、乗用車等7万
8，000台を減産。これに伴い、派遣社員の契約更新を停止し、来年3月末までに約600人削減

日野自動車
トヨタからの受託車等を生産する羽村工場（東京都・羽村市）で減産のため、10月より2交代制勤務か
ら昼のみ稼働へ切替え、12月からは稼働日の5日減等。また、8月から期間従業員の契約延長を見合
わせ、10月末時点で約450人を削減

いすゞ自動車 トラックを生産する藤沢工場、エンジンや足回り部品を製造する栃木工場の減産に伴い、派遣従業
員と期間従業員約1，400人を12月末までに契約打切りへ

日産ディーゼル
販売不振受け、トラックを生産する上尾工場（埼玉県・上尾市）、搭載エンジン等に使う鋳造部品を生
産する鴻巣工場（埼玉県・鴻巣市）で11月から減産。これに伴い、12月末までに派遣社員約200人を契
約打切りへ

三菱ふそう
トラック・バス

川崎製作所（神奈川県・川崎市）で12月から、トラックを25％減産（稼働を4日間休止等）。これに伴い、
派遣社員と期間従業員計500人すべての契約を年内メドに打切りへ

資料出所：11月末までの報道等を基に筆者作成
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｢

建
設
業
は
公
共
工
事
の
減
少
に
伴
い
、
民

間
受
注
へ
着
実
に
シ
フ
ト
し
て
き
た
だ
け
に
、

製
造
業
の
不
振
に
伴
う
設
備
投
資
の
手
控
え

で
さ
ら
な
る
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。（
北

陸
地
域
で
は
）
製
造
業
・
非
製
造
業
と
も
〇

八
年
度
通
期
で
増
加
予
想
だ
っ
た
設
備
投
資

が
一
転
、
減
少
予
想
に
転
じ
て
お
り
、
例
え

ば
石
川
県
の
大
手
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
が
自

動
車
、
航
空
機
、
造
船
業
界
の
旺
盛
な
重
要

に
対
応
す
る
た
め
予
定
し
て
い
た
、
数
値
制

御
（
Ｎ
Ｃ
）
円
テ
ー
ブ
ル
の
生
産
工
場
の
建

設
を
中
止
し
た
」
な
ど
、
製
造
業
の
不
振
が

建
設
業
に
伝
播
す
る
構
図
が
見
て
取
れ
る
と

い
う
。

円
安 

バ
ブ
ル
崩
壊
で
観
光

業
の
構
造
破
綻
も

地
域
の
経
済
・
雇
用
が
今
後
、
直
面
す
る

と
想
定
さ
れ
る
事
態
と
し
て
、
と
り
わ
け
北

海
道
、
九
州
な
ど
観
光
業
が
盛
ん
な
地
域
か

ら
は
、
円
安
バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
及
ぼ
す
影
響

を
懸
念
す
る
指
摘
も
あ
っ
た
。

北
海
道
モ
ニ
タ
ー
は
「
円
高
の
影
響
で
、

こ
れ
ま
で
北
海
道
の
観
光
需
要
を
支
え
て
き

た
外
国
人
観
光
客
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
の
回
復
も
見
込
め
そ
う
に
な
い
。

と
く
に
こ
こ
最
近
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

の
ス
キ
ー
客
が
北
海
道
の
冬
季
観
光
を
支
え

て
き
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
の
大
幅

な
下
落
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
新
千
歳
へ

の
直
行
便
廃
止
と
相
ま
り
、
今
冬
の
観
光
客

減
少
に
拍
車
を
か
け
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
い

る
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
資
本
に
よ
る
ニ
セ
コ
・

リ
ゾ
ー
ト
物
件
の
投
資
も
急
増
し
て
き
た
だ

け
に
、
中
長
期
的
な
為
替
動
向
次
第
だ
が
、

先
行
き
投
資
減
少
も
大
き
な
懸
念
材
料
と

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
九
州
モ
ニ
タ
ー
に
よ
れ
ば
「
円
高

（
ウ
ォ
ン
安
）
が
、
九
州
の
観
光
業
を
下
支

え
し
て
き
た
韓
国
人
旅
行
客
の
大
幅
減
少
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
団
体
の
予
約
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
い
で
お
り
、
九
州
外
国
人

観
光
客
Ｄ
Ｉ
（
九
経
調
作
成
）
の
〇

八
年
第
３
四
半
期
は
、
〇
五
年
の
調

査
開
始
来
初
め
て
前
年
を
下
回
る
結

果
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

原 

価
・
原
材
料
価
格

の
急
変
も
深
刻

―

一
次
産
業
、
運
輸
業
、
個
人

消
費
等
に
影
響

一
方
、企
業
収
益
を
圧
迫
し
て
き
た
原
油
・

原
材
料
価
格
の
高
騰
は
、
先
物
バ
ブ
ル
の
崩

壊
に
伴
い
一
服
感
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
価

格
転
嫁
の
遅
れ
や
先
行
き
不
透
明
感
に
よ
る

影
響
は
軽
視
で
き
な
い
。
そ
こ
で
モ
ニ
タ
ー

に
、
こ
の
間
の
原
油
・
原
材
料
高
が
地
域
の

経
済
・
雇
用
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
聞
く
と
、

次
の
よ
う
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
ず
、
北
海
道
モ
ニ
タ
ー
は
「
基
幹
産
業

で
あ
る
一
次
産
業
に
深
刻
な
影
響
が
出
た
。

農
業
機
械
に
利
用
す
る
燃
料
や
生
産
資
材
が

高
騰
し
て
も
、
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
が
難
し

い
こ
と
か
ら
農
家
経
営
を
圧
迫
。
ま
た
、
漁

船
用
燃
料
や
資
材
価
格
高
騰
の
影
響
が
、
と

り
わ
け
集
魚
灯
を
利
用
す
る
イ
カ
、
サ
ン
マ

漁
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
七
月
に
は
道

内
一
・
四
万
隻
が
一
斉
休
漁
、
八
月
に
も
サ

ン
マ
漁
が
一
斉
休
業
す
る
な
ど
経
営
に
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
」
な
ど
と
指
摘
。

同
様
に
九
州
モ
ニ
タ
ー
も
、「
直
接
的
に
は

重
要
産
業
で
あ
る
農
業
・
畜
産
業
や
水
産
業

へ
の
影
響
が
大
き
い
。
漁
業
者
は
重
油
の
高

騰
で
採
算
割
れ
に
陥
っ
て
お
り
、
六
月
に
は

燃
料
代
高
騰
の
窮
状
を
訴
え
、
全
国
の
イ
カ

釣
り
漁
船
が
二
日
間
の
一
斉
休
漁
に
入
っ
た

際
、
九
州
で
も
長
崎
、
佐
賀
、
福
岡
の
約
一

八
〇
〇
隻
が
参
加
し
た
」
と
振
り
返
る
。

そ
の
う
え
で
、
北
海
道
モ
ニ
タ
ー
は
「
道

内
の
物
流
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
依
存
度
が

高
い
が
、
燃
料
費
は
現
状
で
も
三
年
前
に
比

べ
倍
増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
荷
主

と
の
運
賃
改
訂
交
渉
が
難
航
し
た
こ
と
か
ら
、

大
幅
な
収
益
悪
化
に
見
舞
わ
れ
て
い
る｣

と

指
摘
す
る
。

青
森
モ
ニ
タ
ー
は
「
原
油
価
格
は
下
落
し

て
い
る
が
、
食
品
の
包
装
材
や
農
業
資
材
な

ど
石
油
製
品
価
格
が
依
然
と
し
て
高
水
準
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
産
業
に
影
響
。
価

格
転
嫁
で
き
る
業
界
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ

で
明
暗
が
分
か
れ
て
い
る｣

と
し
、
九
州
モ

ニ
タ
ー
も
「
鉄
鋼
、
化
学
、
造
船
、
セ
メ
ン

ト
、
パ
ル
プ
等
、
原
燃
料
を
大
量
に
消
費
す

る
重
厚
長
大
型
産
業
の
集
積
地
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
例
え
ば
三
菱
化
学
（
株
）
が
黒
崎

事
業
所
（
福
岡
県
北
九
州
市
）
で
進
め
て
い

た
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
樹
脂
製
造
施
設
の
稼

働
を
延
期
し
た
」
な
ど
、
広
範
な
産
業
に
及

ぶ
イ
ン
パ
ク
ト
を
強
調
す
る
。

一
方
、
北
陸
モ
ニ
タ
ー
に
よ
れ
ば
「
地
域

の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
一
〇
月
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ

リ
ン
の
リ
ッ
タ
ー
平
均
価
格
（
一
五
〇
円
）

に
対
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
三
〇
円
ま
で

下
げ
て
も
客
足
が
戻
ら
な
い
と
の
声
が
多
数

聞
か
れ
る
。
今
回
の
金
融
危
機
等
が
消
費
者

の
節
約
志
向
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
も
の
と

み
ら
れ
、
富
山
県
内
で
は
一
三
店
舗
を
展
開

す
る
大
手
石
油
会
社
（
廣
田
石
油
）
が
一
〇

月
末
に
破
綻
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
」
と
い
う
。

ま
た
、「
一
〜
九
月
ま
で
の
外
食
産
業
の
倒

産
件
数
は
、
昨
年
の
年
間
七
件
を
大
き
く
上

回
る
一
七
件
と
急
増
。
北
陸
三
県
は
人
口
一

〇
万
人
当
た
り
に
占
め
る
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

（
郊
外
）
店
の
事
業
所
数
が
、
福
井
を
ト
ッ

表３　08年以降の建設関連倒産
会社名 主な業態 本社所在 創業（設立） 社員数 時期 負債額 甲請

長田組土木 建築、土木その
他建設工事 山梨県・甲府市 （明治38年） 2月 約100億円 民事再生法

四国開発 土木・建築・
線路 香川県・高松市 （平成元年） 143人 5月 約56億円 民事再生法

林建設工業 土木建築工事 富山県・富山市 大正8年 6月 約66億円 民事再生法
真柄建設 建築、土木 石川県・金沢市 （昭和18年） 588人 7月 約348億円 民事再生法

キョーエイ産業 土木、建設工事広島県・広島市 （昭和50年） 〃 約87億円 民事再生法
多田建設 建設工事 東京都・江東区 大正5年 457人 〃 約179億円 会社更生法
三平建設 建築、土木 東京都・台東区 （昭和60年） 176人 〃 約168億円 民事再生法

堀田建設 土木、建築 愛媛県・
八幡浜市 大正15年 〃 約110億円 民事再生法

りんかい日産建設 総合建設 東京都・港区 大正15年 669人 8月 約629億円 会社更生法
志多組 総合建設 宮崎県・宮崎市 （昭和6年） 345人 〃 約278億円 民事再生法
新井組 総合建設 兵庫県・西宮市 （昭和19年） 522人 〃 約279億円 民事再生法
井上工業 総合建設 群馬県・高崎市 （昭和4年） 〃 約280億円 破産
山崎建設 土木、建築 東京都・中央区 昭和23年 612人 〃 約281億円 民事再生法

資料出所：11月末までの報道等を基に筆者作成

アーバンコーポレイションが開発
したビル
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プ
に
富
山
が
三
位
、
石
川
が
一
四
位
と
上
位

に
あ
る
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
急
騰
に
よ

る
消
費
者
の
外
食
手
控
え
が
郊
外
店
に
与
え

た
影
響
の
深
刻
さ
が
窺
え
る
」
と
報
告
。
ガ

ソ
リ
ン
需
要
の
減
退
と
そ
れ
に
連
鎖
す
る
外

出
・
外
食
等
の
抑
制
が
、
深
刻
に
な
っ
て
い

る
現
状
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

さ
ら
に
、
関
西
モ
ニ
タ
ー
は
「
原
油
価
格

高
騰
に
関
連
す
る
各
種
商
品
の
値
上
が
り
等

を
背
景
に
、
消
費
マ
イ
ン
ド
が
急
速
に
悪
化
。

資
産
効
果
の
剥
落
も
相
乗
し
て
消
費
行
動
が

慎
重
化
し
て
お
り
、
個
人
消
費
の
低
迷
↓
需

要
減
退
、
売
上
停
滞
↓
雇
用
抑
制
、
設
備
投

資
の
慎
重
化
と
い
っ
た
方
向
で
、
地
域
の
経

済
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
み
ら
れ

る
」と
予
測
す
る
。
北
海
道
モ
ニ
タ
ー
も「
将

来
の
生
活
不
安
の
高
ま
り
か
ら
、
衣
料
品
の

よ
う
に
不
要
不
急
な
商
品
の
買
い
控
え
が
顕

著
。
最
近
の
株
価
の
不
安
定
な
動
き
も
、
富

裕
層
に
よ
る
高
額
商
品
や
ブ
ラ
ン
ド
品
の
買

い
控
え
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
消
費
全
体
の

低
価
格
品
へ
の
シ
フ
ト
が
明
確
に
な
っ
て
い

る
」
と
み
る
。

四
国
モ
ニ
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
個
人
消
費
の

低
迷
を
反
映
し
た
商
業
施
設
の
閉
鎖
に
よ
る

大
量
解
雇
も
深
刻
化
し
て
お
り
、「
今
治
大
丸

（
愛
媛
県
・
今
治
市
）
は
、
相
次
ぐ
郊
外
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
出
店
に
よ
る
競

争
激
化
や
、
個
人
消
費
の
低
迷
等
に
よ
り
販

売
不
振
が
続
い
た
た
め
本
年
一
二
月
末
を

も
っ
て
閉
店
、
従
業
員
一
五
〇
人
を
解
雇
し

て
清
算
手
続
き
に
入
る
と
発
表
し
た
。
愛
媛

県
内
の
百
貨
店
閉
鎖
は
〇
一
年
の
新
居
浜
大

丸
以
来
で
、
今
治
市
が
郊
外
の
新
都
市
開
発

と
併
行
し
て
進
め
て
い
た
中
心
市
街
地
の
活

性
化
策
の
核
を
失
う
事
態
と
な
り
、
今
後
の

街
づ
く
り
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
。

支
援
策
と
し
て

　
　

 

何
が
必
要
な
の
か

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、地
域
の
経
済
・

雇
用
の
地
盤
沈
下
を
食
い
止
め
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
支
援
策
が
望
ま
れ
る
か
に
つ
い
て

聞
い
た
。

ま
ず
、
製
造
業
を
中
心
に
派
遣
契
約
の
中

途
解
除
や
更
新
見
送
り
が
相
次
ぐ
な
か
、「
既

に
政
府
も
取
り
組
み
始
め
た
が
、
早
急
な
雇

用
・
失
業
対
策
と
り
わ
け
派
遣
労
働
者
へ
の

対
応
が
必
要
だ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
急
速
に
雇

用
環
境
が
悪
化
す
る
中
で
は
、
ま
ず
働
く
場

の
確
保
に
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
」（
九
州

モ
ニ
タ
ー
）
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

売
り
手
市
場
と
言
わ
れ
て
き
た
こ
こ
数
年
の

就
職
戦
線
が
変
調
を
来
た
し
、
内
定
取
り
消

し
や
求
人
取
り
下
げ
等
が
相
次
ぐ
中
、
一
種

の
世
代
間
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
と

の
見
方
も
あ
る
。｢
過
熱
し
た
（
新
卒
）
採

用
活
動
や
外
部
人
材
の
採
用
意
欲
が
な
く

な
っ
た
の
は
、
各
社
で
再
雇
用
制
が
整
備
さ

れ
、
製
造
業
を
中
心
に
団
塊
世
代
退
職
者
の

引
き
留
め
に
目
途
が
立
っ
た
こ
と
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る｣

（
中
国
モ
ニ
タ
ー
）。

さ
ら
に
、
北
海
道
モ
ニ
タ
ー
は
「
景
気

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
よ
る
雇
用
関
連
Ｄ
Ｉ
は
、

〇
一
年
秋
季
と
並
ぶ
過
去
最
低
水
準
と
、
道

内
の
雇
用
環
境
は
急
速
に
悪
化
し
つ
つ
あ
る
。

消
費
の
低
迷
、
観
光
需
要
の
減
少
、
建
設
業

の
倒
産
増
加
な
ど
、
北
海
道
の
雇
用
情
勢
は

今
後
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

当
面
の
新
規
雇
用
を
生
み
出
す
た
め
、
緊
急

雇
用
対
策
事
業
の
よ
う
な
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
雇
用
創
出
策
も
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
公
共
投
資

の
削
減
が
顕
著
に
な
る
な
か
、
次
世
代
が
必

要
と
す
る
社
会
資
本
の
整
備
や
更
新
投
資
は
、

景
気
対
策
と
し
て
も
不
可
欠
。
例
え
ば
全
国

以
上
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
北
海
道
で
は
、

定
住
人
口
の
減
少
が
将
来
的
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
、
交
流
人
口
増
大
の
起

爆
剤
と
な
る
交
通
基
盤
投
資
が
必
要
（
こ
の

一
翼
を
担
う
の
が
北
海
道
新
幹
線
）」
な
ど

と
し
て
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る
公
共
投
資
の
必
要

性
も
訴
え
る
。

一
方
、
経
営
体
力
の
乏
し
い
中
小
企
業
に

対
し
、
税
制
面
、
資
金
調
達
面
で
の
支
援
策

が
欠
か
せ
な
い
と
す
る
意
見
も
多
い
。

九
州
モ
ニ
タ
ー
は
「
急
速
な
市
場
環
境
の

悪
化
に
よ
り
、
中
小
企
業
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
生
産
性
向
上
や
業

務
体
質
改
善
を
進
め
る
に
し
て
も
、
今
回
の

世
界
同
時
不
況
は
回
復
ま
で
相
当
の
時
間
を

要
す
る
た
め
、
仕
入
れ
や
給
与
支
払
い
な
ど

の
運
転
資
金
等
に
行
き
詰
ま
っ
て
倒
産
す
る

中
小
企
業
が
続
出
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
既
に

政
府
が
取
り
組
み
始
め
た
よ
う
に
、
中
小
企

業
に
対
す
る
緊
急
的
な
金
融
支
援
を
よ
り
幅

広
く
行
う
べ
き
」
な
ど
と
指
摘
。
中
国
モ
ニ

タ
ー
は
「
喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、
地
域
を

支
え
る
中
小
企
業
に
対
し
、
金
融
機
関
が
一

律
に
貸
し
出
し
を
渋
る
の
で
は
な
く
、
個
別

に
融
資
を
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

地
場
の
金
融
機
関
に
公
的
資
金
の
注
入
が
必

要
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
少
な
く

と
も
公
的
セ
ク
タ
ー
に
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
」
と
強
調
す
る
。

ま
た
、
四
国
モ
ニ
タ
ー
は
独
自
の
法
人
調

査
を
基
に
、
①
法
人
税
の
実
効
税
率
を
「
日

本
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
や
外
国
企
業
の

投
資
促
進
の
観
点
か
ら
引
き
下
げ
る
べ
き
」

と
回
答
し
た
企
業
が
約
六
割
②
経
済
活
性
化

の
た
め
に
必
要
な
税
制
改
正
内
容
は
、「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策
投

資
に
対
す
る
税
制
措
置
」（
五
一
％
）、「
中
小

企
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
の
拡
大
」（
五

〇
％
）、「
減
価
償
却
期
間
の
短
縮
等
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
減
税
措
置
」（
三
八
％
）、「
人

材
育
成
投
資
に
対
す
る
減
税
措
置
」（
三

二
％
）
な
ど―

―

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
た
。

こ
う
し
た
即
効
性
あ
る
支
援
策
を
講
じ
た

う
え
で
、
何
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
大
勢
を
占
め

た
の
は
、
戦
後
最
長
の
景
気
拡
大
局
面
に

あ
っ
て
も
回
復
の
遅
れ
て
き
た
地
域
の
経

済
・
雇
用
を
本
格
的
に
浮
上
さ
せ
る
に
は
、

よ
り
長
期
的
な
観
点
か
ら
の
戦
略
が
欠
か
せ

な
い
と
の
見
解
だ
っ
た
。

常
陽
モ
ニ
タ
ー
は
「
金
融
危
機
の
有
無
に

係
わ
ら
ず
、
地
方
で
は
需
要
不
足
、
供
給
サ

イ
ド
の
構
造
改
革
（
ミ
ス
マ
ッ
チ
）
が
課
題

で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
。
新
し
い
内
需

創
出
の
た
め
の
方
策
、
規
制
緩
和
等
が
求
め

ら
れ
る
」
と
指
摘
。
関
西
モ
ニ
タ
ー
は
「
今

回
の
世
界
的
な
金
融
危
機
及
び
実
体
経
済
の

後
退
が
改
善
す
る
に
は
数
年
程
度
を
要
し
、

こ
の
間
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
が
続
く
と

思
わ
れ
る
。
だ
が
む
し
ろ
こ
れ
を
機
に
、
外

需
依
存
型
だ
け
で
な
く
観
光
、
介
護
・
医
療

関
連
等
を
含
め
た
、
内
需
中
心
型
産
業
の
発

展
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
景
気
動
向
に
左
右

さ
れ
ず
売
れ
る
強
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
す
る
な
ど
、
企
業
に
は
根
本
的
に
競
争
力

を
強
化
す
る
姿
勢
が
問
わ
れ
て
く
る
」
と
強

調
す
る
。
そ
し
て
中
国
モ
ニ
タ
ー
は
、「
地
方

圏
は
都
市
圏
に
比
べ
新
興
企
業
に
対
す
る
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
体
制
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、新
産
業
の
創
出
に
よ
る
地
域
経
済
・

雇
用
の
活
性
化
に
向
け
、
円
滑
な
資
金
提
供

の
仕
組
み
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
」
な
ど
と
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）


